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The Sasaki's are a farm family in a mountain village in
Iwate, Japan. The family built and renovated four buildings
on its property between 1896 and 1972. The Sasaki family
keeps eight“Fushin”（construction）books.“Fushin”books
include records of contributions from the community, such
as labor, gifts, and money on the occasions of construction
and renovation.
The Sasaki's“Fushin”books reveal changes of characteristics
of mutual aid among residents of a community. During the
early period（around 1896）, many community members
helped with the Sasaki's construction and renovation
projects; however, around 1915, more family members than
neighbors started to be involved in the process. After the
1950's, the renovations were carried out almost exclusively
by family members. This describes the collapse of the
Japanese farm community system, Noson-Shakai, in which
its residents supported each other.
１　はじめに－佐々木家普請とその資料
佐々木正一家は岩手県東磐井郡藤沢町藤沢平蕨に所在する。
藤沢町藤沢平蕨は家数５軒の山村集落である。佐々木家はこの
地で代々農業を営んできた。岩手県南端に位置する藤沢村は、
江戸時代には仙台藩に属していた。
当家の敷地は丘陵の南にさがる斜面にある。建物は、この南
斜面の北側部分を切取って造成した東西に長い平らな地盤に建
っている。主屋は、この敷地のほぼ中央北寄りに南を正面にし
て建つ。主屋の左右と前面、後ろの一部に、伝統的構造の付属
屋５棟が建っている（配置図、図３～図10参照）。
今、ここで取りあげる建物はいずれも木造建物で明治期以降の
建築であるが、伝統的構造手法にしたがった近代民家＊１である。
佐々木正一家は、家相図や上記の建物に関わる普請帳＊２など
建築文書を所蔵する。
明治期の普請帳として、明治二十九年（1896）板蔵、同三十二
年（1899）土蔵のもの各二冊ずつがある。当家の主屋は大正三年
（1914）閏五月十二日（新暦七月五日＊３）に火災焼失した。この時
に作った『火事見舞帳』がある。当主正一氏＊４によると、この火
災で主屋は焼失したが、板蔵・土蔵・味噌蔵などの建物は焼失
をまぬがれたという。
主屋の火災焼失後、ただちに主屋再建に取りかかり、家相図
などを作成し、同年の十月九日（新暦十一月二十日）に立前をお
こなった。このさいに作った『家之立前御祝儀付』＊５が現存する。
この主屋普請の後しばらくの間、当家では大きな普請をしてい
ないようである。昭和戦後になって、昭和二十六年（1951）に湯
殿の新築および板蔵の屋根替え、同二十九年（1954）に土蔵の屋
根葺き替えをおこなった。ともに普請帳がある。昭和四十七年
（1972）にいたって、大正三年に立前をした主屋の茅屋根とサス
組をおろし、屋根構造を改造して鉄板葺きに変える工事をおこ
なった。このさいに作った『本屋々根改造御祝御手傳申受帳』が
ある。
当家ではこのように家普請の都度、普請帳を作っており、明
治二十九年から大正を経て昭和四十七年にいたるほぼ80年の間
に作成した普請帳８冊を所蔵する。これらの普請帳と火事見舞
帳の表紙と概要を表１、図11に示す。なお、佐々木正一家は平
成十八年（2006）に建築後92年を数える主屋に、断熱気密性能を
高くするための補強工事をおこなった。こうして寒冷な岩手県
にあって冬期も快適に住める住宅になった。
図１　佐々木家の配置図 図２　藤原町位置 濃色：現在岩手県であるが、（藩政時代は仙台藩領であった）
↑
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図３　佐々木家主屋　2006年春
図５　主屋の上手側面・背面
図７　板蔵　左手は土蔵の屋根
図９　味噌蔵
図４　佐々木家主屋　昭和47年以前の茅葺き屋根
図６　土蔵
図８　板蔵
図10 湯殿・便所
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　年　月　日
明治29年１月
明治29年旧３月
明治32年旧10月
明治32年12月
大正３年閏５月
大正３年10月
昭和26年春
昭和29年１月
昭和47年３月
平成18年12月
　　　　　「標　　題」 
「板蔵建脩諸事記入帳」 
「板蔵立前御受帳」 
「土蔵建脩諸事覚」 
「土蔵立前御悦儀帳」 
「火事見舞帳」 
「家之立前御祝儀付」 
「板蔵湯殿御喜申受帖」 
「土蔵家根替御悦申受帳」 
「本屋々根改造御祝御手傳申受帳」 
本屋断熱気密補強工事竣工　（参考） 
当主名 
東吉 
東吉 
東吉 
東吉 
政吉 
政吉 
東平 
東平 
正一 
敏行 
紙数＊ 
15
5
9
10
6
10
2
2
10
＊紙数には白紙を含む
分類 
A 
B 
A 
B 
B 
B 
B 
B 
B
 帳寸法（寸）
4.45×  9.1
4.45×  8.7
4.45×10.0
4.45×10.0
4.5×  9.1
4.5×  9.0
4.95×  9.1
4.55×  9.1
4.6×   10
表１　佐々木正一家所蔵の普請帳・見舞帳一覧 
図11 佐々木家所蔵の普請帳・火事見舞帳の表紙
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２　研究目的
本稿では、佐々木正一家の建物４棟と所蔵の普請帳・火事見
舞帳９冊（表１）を史料として、当家の明治期から昭和期にいた
る間の各建物の普請帳そのものと、普請において村人が果たし
た役割を分析する。この普請帳と普請の分析から、近代民家
佐々木正一家の普請、および普請帳の特徴、村人の家普請への
関わり方とその変容の概略を明らかにする。また、この結果を
小倉強、草野和夫による東北地方の近世民家普請に関する先行
研究を参考にして、近代民家である佐々木正一家普請と比較し、
近世民家に続く近代民家とは何かを問う基礎としたい。
３　東北地方の民家普請の従来の研究
東北地方の民家史研究で、普請帳を取り扱った主な文献とし
て、もっとも早いものは小倉強『増補・東北の民家』（1972、初版
本は1955）がある＊６。小倉は、岩手県北上市口内町の中村屋敷菅
野助治家所蔵の享保十三年（1725）『色々御手伝物之下申候覚之帳』、
岩手県東磐井郡藤沢町大籠の金野徳吉家所蔵の元治元年（1860）
『家作諸入料覚』（裏表紙に「御手伝請帳」とある）の２冊の全文を
同書に載せて、普請帳の解説をおこない、普請帳と村人の家普
請への関わりについて考察している。
次に草野和夫『東北民家史研究』（1991）および『近世民家の成立
過程』（1995）をあげなければならない＊７。『近世民家の成立過程』
の内容は、『東北民家史研究』を発展させたものであり、そこで
草野は普請帳を主史料とした「家作普請」の章を設けて、1）工期
と工数、2）工人とその出身地、3）手伝い人足、4）家作普請の習
俗、の４項目を立てて東北地方の近世民家普請について検討し
ている。特に「3）手伝い人足」の項は、本研究と直接に関係する。
草野は、江戸後期の明和七年（1770）から江戸末期の文久四年
（1864）にいたる間の福島県８棟と秋田県１棟の計９棟の民家の
「普請手伝帳」を史料として取りあげ、村人の手伝いの延人数と
その建築坪当りの人数を整理した。そのなかで、江戸後期から
末期になるにしたがって、村人の行き過ぎた手伝いが横行し、
農事の障害になる現象も生じ、その結果、さまざまな取締り布
告や村内申合わせの類もあらわれたと考察する。草野による東
北地方民家普請に関する研究は、優れた研究の一つである。
次に高橋恒夫による『気仙大工－東北の大工集団』（1992）があ
る＊８。高橋は、気仙大工集団を主題とするなかで、江戸・明治
時代の普請帳を史料にして、気仙大工の出稼ぎなどの動向や普
請工程などについて考察している。ただ、村人には特に言及し
ていない。
上の３氏による普請研究は近世民家を対象としており、近代
民家の普請研究は今後に持ち越されている。
４　佐々木家普請帳の分類と特徴
ここで取り扱う佐々木家の普請帳は、板蔵に関するもの２冊、
板蔵と湯殿に関するもの１冊、土蔵に関するもの３冊、主屋（普
請帳では「家」「本屋」と記す）に関するもの２冊の計８冊である。
各普請帳の内容は表紙標題にあらわしている通りであって、次
のＡ、Ｂ２類に分けられる。
Ａ類は「建脩諸事覚帳」の類＊９であり、普請にあたって職人・
土方手間や材料の購入など金銭の収支をともなう事項の記録を
主な内容としている。これに対してＢ類は「立前御祝儀帳」「御手
伝申受帳」の類＊10であって、金銭の収支をともなわない、地縁・
血縁関係にある人々による「御手伝」、「御手伝物」などさまざま
な奉仕行動を記録している。
明治二十九年の板蔵と明治三十二年の土蔵普請では、普請帳
はＡ・Ｂ類２冊が１組になっている。大正三年『家之立前御祝儀
付』は主屋に関わるものであってＢ類になる。主屋の普請にあた
っては金銭の収支をともなう行為はあったはずであるから、
Ａ・Ｂ類２冊１組として、Ａ類にあたる普請帳も作ったことが
考えられる。しかし、今のところそれはみあたらない。
以下、昭和二十六年の板蔵屋根替・湯殿新築、昭和二十九年
の土蔵屋根替え、昭和四十七年の本屋々根改造に関するものは、
Ｂ類にあたる普請帳のみがあり、Ａ類にあたる普請帳はみあた
らない。これらの普請帳は１冊の帳面として綴じてあるが、昭
和四十七年の主屋のものを除くと、いずれも紙数、記載内容は
極々わずかである。なお、大正三年『火事見舞帳』は、普請帳で
はないが、家普請に関わるものであって、その内容は、地縁・
血縁者たちの「御手伝」が主な内容になっている。上記の普請帳
の分類にしたがうとＢ類にあたる。
佐々木家は、昭和戦後の普請にさいしても、普請の規模が小
さかったとはいえ、金銭の収支勘定よりも、地縁・血縁関係の
者など村人との付合いをいかに大事にしていたかが、普請帳に
あらわれている。この点は、明治期から昭和期にいたる佐々木
家普請帳を通してみたときに初めてわかる大きな特徴である。
また、佐々木家普請帳にみられるこの特徴は、近世民家の普請
帳を全国的に見渡したときに、地域による差が大きいものの、
時代とともに貰
もらい
帳（見舞帳）から勘定帳に変容するという一般的
な傾向と異なっている。
民家普請における御手伝・御手伝物の慣習は、村落共同体の
なかの長い年限にわたる付合いを前提とし、奉仕の精神が強く
働いている。この点、その場で貸し借りなどの始末ができる金
勘定とは性格が異なる社会的な背景があることを示している。
５　普請帳にみる村人の役割と係わり方
普請帳Ｂ類は、前に記したように、金銭の収支をともなわな
い、血縁・地縁関係の人々による「御手伝」「御手伝物」が主な内
容になっている。以下にＢ類の普請帳６冊を中心にして、明治
期・大正期・昭和二十年代・昭和四十年代の４期に分けて、そ
の記載内容の概略と、「御手伝」「御手伝物」をした人々が血縁者
か地縁者であるかを調べ、普請における村人の関わり方を考察
する。まず、もっとも新しい普請帳、昭和四十七年（1972）『本
屋々根改造御祝御手傳申受帳』からみてゆこう。この普請の施主
は当主佐々木正一氏である。当普請帳に出てくる人々を、当主
夫妻、娘きのえ氏（1954生）はよく存じおられた。
5-1 昭和四十年代の本屋改造普請
当普請は、主屋の小屋のサス組を下ろし、屋根を茅葺きから
鉄板葺きに変え勾配をゆるくした。茅葺き当時の周囲の下屋部
分のうち、前面と両側面の３方を一段低い庇に造り、背面は上
屋梁を約半間継ぎ足して、梁間21尺５寸を25尺と長くし、この
延ばした梁上に新しく和小屋を組み、屋根形式を寄棟造から入
母屋造に変えて、屋根葺き材を茅から鉄板に変えたのである。
大規模な改造普請である。普請帳はＢ類の『本屋々根改造御祝御
手傳申受帳』１冊で、Ａ類の「建脩諸事覚帳」の類はない。
この昭和四十七年の主屋屋根改造の普請帳の内容は、三月四
日・五日・六日「御手伝」、三月六日上棟式の際の「御祝受」の前
後２部分からなっている。「御手伝」は、手間・労働力を提供す
る手伝いであって報酬を受けない。この「御手伝」に際して、労
力とともに物品、金銭、つまり金品を御手伝物として提供する
ものも少なからずある。
三月四日には、御手伝は14人で、この内に女性６人が含まれ
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ている。また、７人から御手伝物を受けた。その品物は、玉
菜・こんにゃく・豆腐・りんご・みかん・ねぎ・しいたけ・さ
ば・たら・菓子であり、直ぐに食べることができる食物である。
一人で数品を持ってきたものもある。金銭を持ってきたものは
いない。三月五日には、御手伝は29人で、この内に女性15人が
含まれている。御手伝物は10人から受けた。その品物は、醤
油・さつまあげ・豆腐・氷豆腐・清酒・野菜・納豆・菓子など
食品の他に、手拭・湯巻布を持ってきたものが１人ある。三月
六日の御手伝は24名で、この内に女性10人が含まれている。御
手伝物はなかった。
三月四日から六日までの３日間の御手伝は、合計67人、この
内女性は31人である。御手伝の仕事には、おおむね男は建築作
業、女は賄いという分担があった。夫婦できている者、親子で
きている者が少なくないが、この普請の御手伝は家単位で把握
しているのでなく、夫婦親子であっても一人一人の氏名を記し
て把握している。この３日間で、３日とも来ているもの、２日
のもの、１日のみのものがある。３日のあいだに1日でも来た人
の実数は33名、内15人は女である。
同六日に上棟式があり、この際に19人から祝儀を受けた。祝
儀の金額は１千円から１万円まで幅がある。19人のうち17人は
祝儀として金銭とこれに清酒・白米・糯米などをそえている。
この内の１人は２千円とこれに米代として２千円をそえて持っ
てきている。残る２人のうち１人は金銭のみ、他は金銭の祝儀
はなく清酒のみである（表２）。
5-2 昭和二十年代の小規模な普請
昭和二十六年板蔵・湯殿と、昭和二十九年土蔵の普請はとも
に比較的小規模である。普請帳もＡ類のものはなく、Ｂ類のも
ののみである。それもごく簡単な内容である。労働力を提供す
る御手伝の記録がないので、実際にこの種の御手伝がなかった
可能性もある。
5-2-1 昭和二十六年春『板蔵湯殿御喜申受帖』
この普請帳は、板蔵屋根葺き替えと湯殿新築の普請をほぼ同
じ時期におこない、両方のお喜の祝いを同日におこなったもの
と考えられる。お喜に金品を持って５名が来ている。その金額
は、金200円４人、100円１人である。品物は、糯米１升３人、
白米５升と焼酎１升１人である。５人とも血縁関係にある。
5-2-2 昭和二十九年一月落成祝『土蔵家根替御悦申受帳』
土蔵の屋根を、木羽葺きからスレート葺きに替えた普請のお
喜である。昭和26年板蔵の場合と同様に５名が来ている。５人
のうち３人までは昭和26年と同人、１人は息子に代替わりし、
残る１人は氏名が違っている。お喜の金額は、金500円１人、
300円１人、200円３人である。品物は、手拭１筋２人、糯白米
１升３人である。
昭和26年の場合と比べて、祝儀金額はやや増えており、品物
は米など食物でなく、手拭を持って来ているものがいる。５人
とも血縁関係者である。
なお、昭和二十九年一月二十五日が旧暦であれば、当日は新
暦の二月二十八日にあたる。昭和二十六年春正月を旧暦一月一
日とすれば、新暦では一月二十九日である。立春は二月四日で
あるので旧暦一月七日になる。
5-3 大正期の主屋普請と火事見舞い
火災焼失の見舞があり、その後に主屋の新築普請がおこなわ
れた。この普請に関わる普請帳は、現在のところＢ類に属する
１冊であり、そこには手伝物の記録があるのみだが、地縁血縁
の労力を提供する御手伝があることは、当時一般的な慣習であ
るので、他にＡ類の普請帳も作った可能性があるが、とりあえ
ず立前御祝儀帳をみていこう。また、『火事見舞帳』もここでと
りあげる。
5-3-1 大正三年十月九日『家之立前御祝儀付』の内容
現当主正一氏の祖父佐々木政吉の時代に主屋は火災焼失し、
直ちに再建された。立前御祝儀は金品を42人から受けた。金銭
は３人で、その金額は20銭または50銭であり、金銭とともに白
米、塩魚、煮菜などをあわせて持ってきている。祝儀の物品は
食物とそれ以外に分けられる。食物を持ってきた人が多い順に
並べると、塩魚14人、白米12人、豆腐９人、煮菜４人、煮付３
人、味噌２人、この他にお重１人、雉１人となる。これ以外に
物品として縄４人、前掛１人がある。
当『家之立前御祝儀付』はＢ類に属する普請帳であり、Ａ類の
普請帳がないので、普請の全貌はつかめないが、主屋の普請に
しては祝儀が簡素のように思われる。次に述べる板蔵、土蔵と
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　日　時 
 
四日 
 
五日 
 
六日
 
手　伝
（内女）
 
14人（６）
 
29人（15）
 24人（10）
手伝物
持参者
7
10
0
　　　　手伝物の品  々
 
玉菜・ｺﾝﾆｬｸ・豆腐・ｻﾊ ・ﾞﾘﾝｺ ・ﾞ 
ﾐｶﾝ・ﾈｷ ・ﾞﾀﾗ・菓子・ｼｲﾀｹ 
醤油・ﾂﾏｱｹ ・ﾞ豆腐・氷豆腐・清酒・ 
野菜・納豆・菓子、手拭・湯巻布 
０ 
〔御手伝〕 
表２　祝儀持参者数および手伝物 
〔御祝儀〕 
六日 
　19人（3）
金銭
 
食品 
一万円－２人、五千円－３人、三千円 
－２人、二千円－１人、一千円－10人 
清酒・白米・糯米、りんご・菓子 
資料１　昭和47年　本屋屋根改造普請帳の一部
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比べても簡素である。簡素である理由として、寒冷地のこの地
方では、大きな普請は春先に始めるのが一般的であるのに対して、
火災直後の当家の普請は夏から冬季におこなわれており、その
時期がちょうど農繁期と重なったことが関係したと考えられる。
5-3-2 大正三年閏五月十二日『火事見舞帳』
火事見舞は村内外の76人の人々からあった。見舞の第１は炊
き出しである。見舞帳には｢櫃器　壱器｣と記載してあるのがそ
れで、合計28人から受けた。この櫃器とは長円形の蓋がある器
で、中に握り飯が入っており、合わせて漬物が入っていること
もあるという。物品は白米、味噌など食品、杉板、松板など材
料、茶碗、飯茶碗、前掛、下駄、むしろなど多くは日用品であ
る。日用品が多いのが特徴的である。
5-4 明治期の板蔵および土蔵の新築普請
板蔵に関して、明治二十九年一月吉祥『板蔵建脩諸事記入帳』
と同年三月八日『板蔵立前御祝儀申受帳』があり、土蔵に関して
は、明治三十二年旧十月吉祥『土蔵建脩諸事覚』と同年十二月十
八日『土蔵立前御悦儀帳』がある。それぞれＡ類とＢ類の普請帳
２冊がセットになっている。
5-4-1 明治二十九年『板蔵立前御祝儀申受帳』
この普請帳の内容は、御手伝物（標題を記していないが食品等
の物品）、「御手伝」、「棟祭御悦符」の３項目からなる。
御手伝物は16名のものからあった。その内容は表３－１の通り
である。
「御手伝」の項には、男の氏名23名が書いてあり、その後に「隣
家横道迄５軒御家内様　御手伝」とある。ここには多くの地縁血
縁関係者が含まれている。これらの氏名と集落等を表３－２に
書き上げる。
22 近代民家普請における村人の相互扶助の変容
資料２　昭和26年　板蔵・湯殿普請帳の内容 資料３　昭和29年　土蔵屋根替之普請帳の内容
資料４　大正３年　家の立前普請帳の一部 資料５　大正３年　火事見舞帳の一部
  氏名／集落・屋号 
佐々木辰吉／ 
佐々木三郎助／ 
中沢常太郎／ｺｼﾒﾘ 
千葉平内／横ノ沢 
佐藤東四郎／三百 
千葉由蔵／西風 
千葉八十吉／西風 
三浦吉右衛門／ﾄﾔｶﾞﾓﾘ 
三浦熊造／梨ノ木沢 
千葉定吉／吉高 
畑山馬吉／向平蕨 
村上義平／横道 
畑山吉□／向 
橋本留七／枚橋 
千葉恭次／三百 
千葉伊勢次／カジヤ 
白米 
５升 
５升 
肴 
２枚 
２枚 
 
 
 
 
 
10枚 
10枚 
 
煮〆 
 
 
 
 
１重 
１重 
１重 
 
 
１重 
 
 
１重 
豆腐 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ツ 
５ツ 
５ツ 
 
６ツ 
５ツ 
手拭 
１本 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１本 
 
その他 
 
 
 
□ギ１升 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タキ炭１俵 
 
表３－１　板蔵立前の手伝物一覧 
表３－２　板蔵立前の御手伝一覧
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
山ノ神千葉初治様、下吉高同正四郎様、マツダ同浅吉様、茶畑同
義平様、上同喜右衛門様、前同本吉様、カタスミ同大太郎様、
イタバシ橋本留七様、イタバシ同亀太郎様、ヤマヤ橋本繁左衛門
様、モリ沢畑山熊吉様、ウツグシ佐藤久右衛門様、同丈治郎様、
同久三郎様、ツツヂ皆川儀右衛門様、中島橋本松吉様、同養之
丞様、前之林佐藤東五郎様、同末次様、同丈四郎様、舟木小山
栄五郎様、蛇木同佐造様、時ｶﾞ森三浦与左衛門様、隣家横道迄
五軒御家内様御手伝
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
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「棟祭御悦符」の項には日付があり、計９名から祝儀・御手伝物
を受けている。廿九年旧四月三日６名、その後、日にちの書き
込みがない同年旧八月、旧十二月、三十年正月各１名の祝儀・
御手伝物を受けた。この内容を表４に示す。
5-4-2 明治三十二年『土蔵立前御祝儀帳』
当普請帳の前半部を御手伝の記録にあて、後半部を「土蔵建修
諸覚帳」の補足にあてている。ここでは前半部の御手伝の部分を
取りあつかう。当普請帳の内容は、食品等の御手伝物と、労力
提供の御手伝の２項からなり、前者に17名、後者に36名の氏名
がみえる。後者36名のうち６名は女性である。この点は、前記
の板蔵と同様である。賄い仕事を分担したと考えられる。
御手伝物としての祝儀の内容は、白米１斗１名・５升５名で、
５升５名のものは白米とともに、蒟蒻・鮭塩引・煮〆・豆腐な
どを合わせて持ってきている。この他に金五十銭を御祝として
いるもの１人がいる。食物は煮〆がもっとも多く８人、豆腐・
蒟蒻・塩引物各２人、柿１人がいる。この他に、中縄、手巾・
蝋燭各１人がある。これらを一覧表にして示す（表５－１）。
近代民家普請における村人の相互扶助の変容　23
年　月　日
29年
旧４月３日
29年旧８月
30年正月
29年旧12月
　　 所　　氏名　　　　 
畑山長六 
佐々木辰□ 
佐々木三郎助 
増沢要階・佐藤□松 
村上喜代治 
吉方・千葉正兵衛 
時森・三浦利右衛門 
小梨子・高橋与平治 
西□・千葉芳造 
金銭 
 
十銭 
十銭 
十銭 
 
 
十銭 
十銭 
十銭 
品物 
手拭１ 
手拭１ 
手拭１ 
手拭１ 
 
 
 
手拭１ 
前掛切１ 
米・食品 
 
 
 
白米１斗 
 
菓子・肴 
糯米３升 
表４　板蔵棟祭の祝儀・御手伝物 
  氏名／集落屋号等  
三浦利右衛門／ﾄﾔﾓﾘ 
畑山吉雄／向 
千葉泰治／三百 
町ノ夘吉／町 
三浦夘三郎／ﾄﾔﾓﾘ 
中沢常三郎／ｺｼﾒﾘ 
佐々木辰吉／ 
千葉□セ治／三百 
佐藤東四郎／三百 
佐々木三郎助／ｼｸﾔ 
千葉豊治／ 
佐藤久三郎／打越 
千葉由造／ 
村上義平／ 
千葉正兵衛／吉高 
畠山長六／ 
千葉平内／　ほ□ 
御手伝物 
白米・食物・物品・金銭 
１斗 
５升・蒟蒻６枚 
中縄百尋 
蝋燭２丁・手巾１ 
柿１ﾂﾗ 
１器 
５升・煮〆１重・鮭塩引１本 
豆腐５ツ 
１器・縄百尋 
５升・　　　鮭塩引１本 
煮〆１重 
煮〆１重 
煮〆１重 
５升・煮〆１重 
煮〆１重 
５升・豆腐６ツ 
五十銭 
御手伝  
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
－ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
－ 
◎ 
－ 
 
表５-１　土蔵立前の手伝物の祝儀 
〔男衆〕 
佐藤丈四郎様、佐藤久左衛門様、同丈三郎様、佐々木登良吉様、 
同林太様、畠山先治様、村上儀平様、佐々木辰吉様、佐々木三郎 
助様、畠山吉雄様、同長六様、小山佐造様、同幸三郎様、同栄五 
郎様、及川三治様、三浦利右衛門様、同伊勢吉様、佐藤末造様、 
同東四郎様、千葉伊勢治様、同泰治様、同由蔵様、同音吉様、同 
豊治様、同正平衛様、 
石ｶﾁﾂｷ藤沢町夘吉様、佐藤久三郎様、佐藤新作様、千葉八十吉様 
〔女衆〕 
新屋（ｱﾀﾗｼﾔ）かか様、しんやハツエ様、横道ﾉ ミツエ様、向ﾉ シカ 
エ様、西風ヲイト様、吉高日向／ナツエ様、 
表５-２　土蔵建前に際しての祝儀 
（資料７続き）
資料７　明治32年　土蔵普請帳の一部 資料６　明治29年　板蔵普請帳の一部
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６　藤沢町と周辺の江戸時代普請帳と村人
佐々木正一家には江戸時代の普請帳は現存しない。しかし、
藤沢町には江戸時代の普請帳がある。その一つが小倉強『増補・
東北の民家』掲載の、藤沢町大籠金野徳吉家所蔵の元治元年
（1860）「家作諸入料覚」である。また、藤沢町にほど近い岩手県
北上市菅野助治家の享保十三年（1728）『色々御手伝物之下申候覚
之帳』の読みが同書に載っている。この２冊の普請帳の内容を小
倉強の著書を参考にして、村人の係わり方の観点からみておこ
う。
6-1 金野徳吉家所蔵の元治元年『家作諸入料覚』
表裏紙とも12枚綴りで、表に「家作諸入料覚　元治元甲子年二
月吉日　金野氏金兵衛当時四十七才」と記し、裏に「御手伝請帳」
と記してある。自家を新築した時の諸入料を前半部に、手伝い
をうけた人名を後半部にのせている。手伝いの人名をのせた後
半部について、小倉強は次のように書いている。
『御手伝いの人名と「八月廿八日木出し」という風に工事名を
記しているのは珍しく、これによって工程がわかるし、出動人
員を知ることができる。即ち木出し、かや刈、さけ形、家下、
土行取、石据、見立、立前、間なおし、小前立、つこぎ形、屋
根葺の順に八月二十八日から十一月十日までとなっている。手
伝いに出動した人数は、立前が圧倒的に多く、十月二十六日に
85人、二十七日に84人、２日間で169人が出動している。次に屋
根葺は十一月八日から３日間で総人数72人となる。手伝いの総
計は521人』となる。
金野家の主屋の規模は普請帳に「家ハ九間半ニ六間」とあるか
ら、村人の手伝いは坪当り9.1人となる。草野和夫の集計したも
のと較べると、福島市紺野家の天保十一年（1862）普請の9.6人、
福島県矢吹町岡崎家の明和七年（1770）普請の9.3人に次ぐ数値で
ある。
6-2 菅野家享保十三年『色々御手伝物之下申候覚之帳』
中村屋敷菅野家は肝入役を勤めていたという。この普請帳で
は、村内外の村人からの主に御手伝物である金品を記録してい
る。手伝物として、金、建築材料、酒米がある。その内容は、
小倉強によると、金１切（１両の４分の１。１朱）、建築材料は、
竹８把、垂木80本、どう前10本、かや109駄と４背負と160把（１
駄は６把、１背負は１丸、１丸は５尺ずつ差し違いにおいて２
尺５寸の中心で５尺回りのもの）、よし12駄と96把、なわ１万
3105尋、小手縄５把、麻から１駄と13背負、粟から１駄、すく
ろ２把、酒米は、白米２石１斗、酒２樽である。この他に小倉
はふれていないが、大工振巡（振舞）を７人がしている。この帳
面の最後は欠帳しているので全体は不明であるが、現存する帳
面の最後に、四月八日魚代１貫982文、から竹・しの竹代550文、
外１貫140文の記載がある。
この帳面には御手伝という記載は特にないが、御手伝物は133
人からあり、このなかの大多数の者は労力奉仕の御手伝をした
と考えられる。
＊　　　　　＊　　　　　＊
上で取りあげた２冊の普請帳から、当地の江戸時代の普請に
おいて、村人は、御手伝、御手伝物の両面にわたって、絶大な
役割を果していることが読みとれる。
７　結　論〈農村集落共同体の崩壊、血縁の結集〉
佐々木正一家の明治二十年代から昭和四十年代にいたる普請
見舞帳と家普請における村人の役割と係わり方を、近世以来の
流れの延長上にして具体的にみてきた。図12「民家建築生産のま
んだら」参照。
農村、山村の普請において村人の係わり方は、近世から近代
に入っても、東日本では大きい役割があった。その役割は村落
共同体が維持されてきた地域では近代に続いた。特に寒冷地、
豪雪地帯ではその傾向が強い。たとえば、新潟県十日町市松之
山の山村集落で明治大正の普請＊11では、村落共同体が崩壊する
のは、日本経済高度成長期である。それまでは近世と大きく変
わらない。その一方では、請負による建築工事が多く出てくる。
こうなると村人の普請、建築工事への村人の参加は労働奉仕が
減り、地鎮式、上棟式、竣工式などの建築儀礼に限られるよう
になった。
民家の普請帳は、その内容によって「勘定帳」と「見舞帳」その
他に大別できる。佐々木正一家普請帳における先のＡ類、Ｂ類
の分類は「勘定帳」「見舞帳」に対応する。この両者を１冊に書き
込んだ万覚帳などと題する普請帳の類も少なくない。勘定帳は、
貨幣経済が進んだ地域である町場で早く、すでに江戸初期から
あらわれる。これに対して見舞帳は、自給自足を基本とした地
域、農山村で遅く昭和戦後まで残る、という傾向にある。
佐々木家の普請帳は、勘定帳に該当するものは明治期のもの
に限られており、大正以降のものはない。そこで当研究では明
治期から昭和期までそろう見舞帳の類をとりあげたのである。
近世農村の村落共同体のなかの家普請にあって村人が果たす
24 近代民家普請における村人の相互扶助の変容
近世 
家主 家主 
施主 
近代 現代 
大工・職人 
  技術・技能 
対価 
建築儀礼 
村落共同体 
相互扶助 
労力・扶助 
御手伝 
御手伝物 
大工・職人 
技術・技能 
建築契約 
建築儀礼 扶助 
御喜び 
御手伝物 
御手伝 
村人 
地縁血縁 
設計事務所 
設計監理 監理 
助言 
一式請負契約 
設計 
建設会社 
　　施工 
祝儀 
地縁血縁 
付合い 
図12 民家建設生産のまんだら－近世から近代・現代へ
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役割には大なるものがあった。村人が大きく関わる住宅生産方
式は、貨幣経済が浸透する近世にあっても、自給自足に近い生
活を基本にしていた農村山村で顕著であり、このような住宅生
産方式は明治以降の近代にも受け継がれてきている。
ところで佐々木家の普請帳の村人の関わりについてみると、
明治時代の板蔵と土蔵の新築普請では地縁血縁のものによる労
力、物品の奉仕見舞を多く受けている。この点は江戸時代と大
きく変わるところがない。大正三年の主屋火事見舞も地縁血縁
のものから多くを受けている。火災後の主屋再建に当たって、
金品を村人から受けているがその数量は比較的に少ない。
昭和戦後の普請は板蔵の屋根替、湯殿新築、土蔵屋根替であ
って、小規模な普請である。受けている祝儀などの数量は少な
く、それも血縁のものに限られているようである。
昭和四十七年の主屋屋根改造は相当に大規模な工事であるが、
普請帳は三月四日、五日、六日の上棟式に受けた金品の記録に
限定されている。
佐々木家の明治から昭和戦後にいたる家普請への村人の関わ
り方は、江戸時代から続く地縁血縁にある村人の絶大な支援に
はじまり、大正以後は、次第に血縁にあるものの支援の比重が
増加する、という傾向を示している。そのようななかで当家の
普請帳では、あくまでも御手伝・御手伝物を記した見舞帳が重
視され、勘定帳に変わることはなかった。この点において佐々
木家の普請帳は、勘定帳が主になる都市部や近畿地方等の場合
と大きく異なっている。家普請において、地縁血縁のものとの
付合いをいかに大切にしてきたかが知られる。
〔注〕
＊１ 従来の民家研究で「近世民家」の語彙はしばしば用いられて
おり、日本建築史の時代区分による「近世（桃山・江戸時代）
に建築された民家」を対象としてきた。これに対して「近代
民家」は、民家史研究において必ずしも明確に定義されて
いないし、積極的に用いられるまでにいたっていない。近
代をどう考えるかによって、「近代民家」という概念は研究
の進展にしたがって定着してくるだろう。ここではとりあ
えず、近世封建時代から近代社会に変わり多様化する庶民
住宅にあって、近世民家の流れを直接、間接的に受け継い
でいる明治期から大正をへて昭和二十年代頃までに建築さ
れた農家、町家などの庶民住宅にあてることにしたい。そ
の定義や時代区分、建築の具体的な内容などは今後の研究
によって深められるであろう。
＊２ 「普請」の語彙は、土木工事や建築工事において用いられ
てきたし、民家の建築工事にも広く用いられている。これ
らの建築工事つまり普請における、人々の付合いや金銭収
支などに関するさまざまな事項を「覚え」として記録した帳
面が「普請帳」である。明治時代以降には、普請にかわって
「建築」の語彙も用いられるようになる。本稿では「近代民
家」とともに、とりあえず「普請」「普請帳」の語を用いるこ
とにした。
＊３ 旧暦から新暦への換算は、黒坂紘一・河村真光『20世紀の
暦－朔望萬年暦－』1998 光村推古書院（京都）を参考にし
た。
＊４ 大正十五年（1926）十一月五日生れ。佐々木家の代々当主は
明治二十九年板蔵普請以降の東吉・政吉・東平・正一・敏
行と続く。
＊５ 「立前・建前」は家屋建築で柱を建て棟・梁などを組立て
終わること。また、その祝い。むねあげ。上棟式。
＊６ 小倉強『増補・東北の民家』1972・初版本1955）相模書房。
岩手県東磐井郡藤沢町上大籠大平の金野徳吉家所蔵の普請
帳。表紙に「家作諸入料覚　元治元甲子年二月吉日金野氏
金兵衛　当年四十七才」、裏に「御手伝請帳」とある（『増補
本』319-335、371-374頁）。岩手県北上市口内町の中村屋敷
菅野助治家所蔵の普請帳。「享保拾三年正月吉日　色々御
手伝物之下申候覚之帳」（『増補本』336-340、374-376頁）。
＊７ 草野和夫『近世民家の成立過程』1995.2 中央公論美術出版
（166-190頁）
＊８ 高橋恒夫『気仙大工』1992.8 INAX ALBUM６　図書出版
社（25-29頁）
＊９ 「建脩」の語は明治二十九年板蔵、同三十二年土蔵の各普
請帳表紙に用いられている。普請帳の内容から「建脩」は建
物を建築することを意味していることが知られる。建脩の
語は辞書には載っていない。なお、「脩」と「修」とは別字で
あるが、音が通じ、おさむ（修）と同意味もあることから
「修」の字の借字として用いたのかもしれない。「建修」の語
も辞書にはみえない。
＊10 御手伝と御手伝物は東北地方で多く使われる。「御手伝」は
労力奉仕、「御手伝物」は家普請、屋根葺きなどのときに贈
る金品。全国的にみると地域、時代、場合によって類似す
る言葉がある。合力、加勢、見舞、手助。また、見舞物、
見舞品、見舞金。合力金、合力米。入れ牛腸。祝儀。
＊11 宮澤智士「新潟県松之山の一民家の明治27年主屋立替えと
大正14年屋根葺替え普請の考察」2006.3 長岡造形大学研究
紀要　第３号
〔お礼〕
今回の佐々木家住宅の普請帳の調査研究にさいして、居住者
の佐々木正一ご夫妻、佐々木敏行・きのえ若夫妻には、普請
帳にみえる「御手伝物」の内容や実態、人名、地名などにつ
いて、さまざまなご教示を得、便宜をはかっていただいた。
ここに記して感謝の意を表したい。
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